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B 6197：2024 (ISO 26303：2022) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本工作機械工業会（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS B 6197:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 B 6197：2024 
 (ISO 26303：2022) 

工作機械－短期工程能力試験 

Machine tools-Short-term capability evaluation of machining processes on 

metal-cutting machine tools 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 2 版として発行された ISO 26303 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

機械加工して行う短期工程能力試験は，評価の方法が工作機械の性能試験とは異なる。工作機械の性能

試験は，例えば，工作機械試験方法通則である JIS B 6190 規格群及び機種別規格に基づいて行う。主な違

いは，工作物を機械加工し，測定して得られたデータを用いて行う統計分析及び工作物の数量に関連する

要因を明らかにするところにある。 

特に短期加工能力試験は，ロットが大きい場合に，工作機械の性能試験とは別に行う。実際に工作機械

の使用者は，企業活動において統計的工程管理（Statistical Process Control，SPC）手法を使うことが増えて

おり，工作機械の製造業者に機械加工の責任を与え，システム供給者になることを要求することが多くな

っている。 

プロセスマネジメント（工程管理）における統計的手法は，ISO 22514 規格群参照。 

工作機械の受入目的のために，指定した試験片を用いて行う工程能力試験において，個々の使用者によ

って指定した要件及び方法の両方が，規格がないために著しく異なっていた。そのため，受入検査のとき

に長い議論が行われたりして使用者への納品を遅らせ，多くの経費を発生させてきた。この規格は，短期

工程能力に基づく工作機械の受入試験のための統一した手順を提供している。 

この規格は，次のことを取り扱う。 

－ 試験対象の工作機械，機械加工工程，適用する工具及び固定方法，並びに工作物の特性を用いる所定

のプロセスの短期工程能力 

－ 関連する工作機械の工程能力指数の推定 

この規格は，ISO 22514 規格群の規定を採用し，それに適合している。ただし，JIS Z 8101-2:2015 で規

定され，ISO 22514-3:2020 で使用している用語“process performance index（工程変動指数）”は，正規分布

に対しては，この規格における用語“short-term capability（短期工程能力）”に対応している。用語“short-

term capability（短期工程能力）”は，何年もの間，工作機械製造業界で広く使われてきた。したがって，

ISO/TC 39/SC 2 は，この用語を用いることにした。 

注記 自動車業界では，“process performance index”の対応用語として“工程性能指数”を用いている。 


